
1	�すべての乳児は、生後1か月になる前に聴覚スクリーニング検査を受ける必要があ 
ります。

3	�一回目の新生児聴覚スクリーニング検査に合格しなかったすべての乳児は、生後3か 
月になる前にオーディオロジストによる診断評価を受ける必要があります。

6	�聴覚障害に診断された乳児は、できるだけ早く、遅くとも生後6か月までに早期介入 
サービスを受け始める必要があります。

聴覚スクリーニング検査は安全であり、赤ちゃんが痛みや傷を受けることはありません。ほとん
どの赤ちゃんは聴覚スクリーニングの間眠っています。 

聴覚スクリーニング検査にかかる時間は10分程度です。 

聴覚スクリーニング検査は、赤ちゃんに小さな音が聞こえているかどうかをすばやく確認する検
査です。赤ちゃんは、言語を学ぶために音を聞く必要があります。 

赤ちゃんの検査結果は病院を出る前にわかります。

以下の1-3-6ガイドラインに沿うことが、すべてのご家族に推奨されています：

赤ちゃんの聴覚スク
リーニングについて
どんなことを知って
おくべきですか？
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これらのガイドラインは、乳児の早期聴覚検出および介入（Early Hearing Detection & 
Intervention、EHDI）の乳児向けプログラムを指導する米国小児科学会（American  
Academy of Pediatrics）乳児聴覚合同委員会（Joint Committee on Infant Hearing） 
によって推奨されています。

あなたの赤ちゃんの聴覚検査に関するご質問は、かかりつけの医療提供者までお問い合わ 
せください。 

  詳細は右記をご覧ください： health.ny.gov/EHDI

http://health.ny.gov/EHDI

